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1．は じ め に

　唱歌 と い うこ と ば は 平安時代， 楽器 （
一

節切 な ど）の 音を冂 で 唱 え る こ とを
“
し ょ うが

”
とい

っ て い た 。 しか しこ こ で い う唱歌 は 学校 で教 える歌の こ と をさす 。 明治期 に 教科 目と して 設定す

る とき ， お そ ら く こ の
“

し ょ うが
”

とい うこ とば を参考 と した の で は な い だ ろ うか 。今 目 で は な

つ か し い 歌 と して ，
日本人 の 心に深 く入 り歌 い 続け られて い る。勿論今 口 の 教科書に も

“
ふ るさ

と
” “

もみ じ
”“

お ぼ ろ 月夜
”

など載せ られて い る。

　筆者 は ， 唱歌教育 が どの よ うな困難 さ を伴 い 創設 され たか ， そ の 後 唱歌教育が どの よ うに な さ

れ て い っ た の か
， 唱歌 とい うこ とば が な くなる昭和初期 まで の 音楽教育 に つ い て考察 してみ た い

と思 い こ の テ
ー

マ を設定 した。

2．　 唱 歌教育の 創設 と伊 沢修 二

　明治 5年学制が 公布 され ， 「邑に不学 の 戸 な く家に不学 の 人なか ら しめ ん事 を期 す」と い う国民

皆学 をめ ざ し近代学校 の 出発 とな っ た 。そ れ まで は武士 の 子 弟は藩校 で ， 町 民 の 子 弟は寺子屋 で

教育 を受 け て い た の で あ る 。 明 治政府 は 欧 米 の 文化 を取 り入 れ
， 後進国か らの 脱却 をは か ろ うと

した の で あ る 。 学制はオ ラ ン ダや フ ラ ン ス の 学校法 を模倣 した とい うこ とで ある 。 学制に よ り小

学校の 教授 内容 が 明 示 され た 。それに よれば，綴字 （カナツ カ イ）， 習字 （テナ ラ イ），修身 口授

（ギ ョ ウ ギ ノ サ トシ）洋法 算術 （サ ン ヨ ウ）な ど が 見 られ る。 しか し音楽は 唱歌 と して 位 置付け ら

れ るが ， 「当分 之 ヲ欠 ク」と した。それ は教材が な い こ とや 指導者が い なか っ た とい う問題 が あっ

た か らである。唱歌 を教育上重要 として科 目に い れた の は ど うして か ，西洋諸国に科 目と して，

設定 され て い たか ら模倣 した の か 。 資料に よれ ば儒教 に お け る礼学 の なか の もの をと っ て 教科 に

設定 した の で はな い か との 見解 も見られ る。

　 明治 8 年 当時愛知師範学校 長の伊沢修二 は 文部省 か ら師範学校取調べ の た め ア メ リカ留学 の 命
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をうけ ， ボ ス トン 郊外 の ブ リ ッ ジ ウ ォ
ー

タ
ー師範学校へ 入 学 した 。 伊沢 は留学前の 愛知 師範学校

時代 の 明治 7 年，告諭 の 中で 「…故 二 唱 歌体操 ノ科以テ精神 ヲ健快 シ材幹 ヲ長成 シ 支体 ヲ 強壮 ニ

ス 之 ヲ身体 ノ教育 ト云 …」 と述 べ
， 唱歌 ・体育 を重視 して い る 。 また彼 の教育意見書 「将来学術

進歩 二 付須要 ノ件」の 中の 「唱歌嬉戯 ヲ興 ス ノ件」で ， 「唱歌 ノ益 タル ヤ大ナ リ， 第
一知覚心経 ヲ

活發 ニ シテ精神 ヲ快楽 ニ ス，第二 入心二 感動 力ヲ發セ シ ム ，第三發音 ヲ 正 シ 呼法 ヲ調ブ，以．Lハ

幼生 教育上唱 歌 ノ 必 欠 ク可 ラザ ル …」 と述べ
， 下等小学に は嬉戯 を設け るべ きで ある と主張 して

い る。そ して唱歌 と嬉戯の 例 をあげて い る。た とえば 「椿」 の例 をみ る と

（
一

） 椿

　唱 歌

　　 「椿 ヤ椿 ， 椿 ノ花 ガ開 イタ。巾ノ心 マ デ 開イタ。椿 ノ花 ハ
， 萎 ム 時モ ア ラウ ガ…」

　技態

　　 「此戯ハ 群 児五分 ノ
ー

ヲ椿 ノ花 ノ 心 トシ テ 中央 二 蹲 マ ラシ メ ， 相互 二 手 ト手 ヲ連ネ…」

以上 の ように詳 し く述 べ て い る、 こ れ は唱 歌 と嬉戯 を大変重要視 し て い た伊 沢 自身の オ リジ ナ ル

唱歌嬉戯で はな い か と考 える。こ の ように伊 沢は音楽教育 に対 し， 強 い 関心 を抱 い て い た。それ

ゆ え ア メ リカ へ の 留学が決 ま っ た時点 で 音楽の 勉強 も頭に あ り，音楽施設 を造 る構想 を練 っ て い

た と い うこ とで ある。

　ア メ リカ留学中の伊 沢は音楽 の 科 日は得意 とす るはずだ っ た が ， ソ ル フ ェ
ー

ジ ュ の 面で苦 しん

だ とい うこ とで ある 。 ボ イデ ン 校長は ア メ リカ と 1体 は事物が 違 うよ うに ，音楽 も違 うの は 当然

で ある 。
こ の 科 だ け は免除 してや ろ うと い っ たそ うだが ， 伊沢 は免除 してほ し くな い 旨をい っ て

学習 した と い う。何が 問題 だ っ たか とい うと， 半音の 音程 を とる の が 難 しか っ た ら しい 。それ は

なぜ だ ろ うか 。 日本の 伝統音楽 は五 音音階で で きて い る。つ ま り半音 を含 まな い 曲で，今 日 で は

ヨ ナ ぬ き音階 ともよば れ て い る 。 伊沢 の 留学前ま で は ， ほ とん ど五 音音階で で きて い る 曲しか 耳

にす る こ とが で きなか っ た こ とは 当然だ っ た と思わ れ る。そ こ でボ ス トン の 初等学校監督兼教師

の メ
ー

ソ ン に つ い て 勉 強 し
， 音楽 を習得 した 。 ア メ リカ で 習 っ た 「ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド」は

，
と

うて い 日本 の 子 ど もたち には歌 え な い と考え 「ヒ フ ミヨ イ ム ナ ヒ」の 歌 い 方 を考 えた と い うこ と

で ある。これは後 で ヒ フ ミ唱法 となっ た 。ア メ リカ留学で の 体 験が とて も貴重 な もの とな り， 音

楽教授法 をど うして も確立 しなけれ ば な らな い とい う強 い 義務感 を抱 き， 留学生監督官 の 目賀 田

種太郎 と文部省へ い くつ か の 文 書を提 出 した。それ らは次 の とお りで あ る 。

（1） 「学校 唱歌 二 用 フ ル ベ キ音楽取調ベ ノ事 業 二 着手ス ベ キ，在米國 日賀 田種 太郎，伊澤修ニ ノ

　見込 書」 （明治 11年 4 月）

　　こ れは 欧米 に お い て は音楽が 教育の
一

課で ある。音楽は 児童 の 気持ち を爽快 に して肺臓 な

　 ど強 くし， 音声や発音 を清 く正 す など音楽の 効用に つ い て述 べ て い る。

（2） 「我公學 二 唱歌 ノ課 ヲ興 ス ペ キ仕 方 二 付私 ノ見込」 目賀 田種 太郎 （明治 11年 4月）

　　こ れ は 唱歌 を興すに あた っ て
， まずは東京師範学校 と東京女子師範学校に こ の 課 を設け る

　 こ と， メ
ー

ソ ン を招聘す る こ とが 必要 で ある こ と，必要 な楽器な どに つ い て 述べ て い る。

（2 ）
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（3） 「唱歌法取調書」伊沢修二 （明 治11年 6 月帰国後）

　 こ れは唱歌掛図に つ い て述べ ，唱歌法 凡例 を挙げて い る．

（4） 「音樂傳習所創設議案」 （明治 12年 3 月）

　音楽伝習 所創設 の た め の 経 費に つ い て 述 べ て い る 。

（5） 「L ・W ・メ ーソ ン と目賀 田種 太郎 との 條約 書」英文 ・和文 （明治 12年 6 月）

　メ
ー

ソ ン の 任 期 ， 給料 ， 教授時間 な ど10条か ら成 っ て い る。

　以上の ような手続 きを終 え，明治 12年 10月音楽取調掛 と して 音楽施設が 設置 された 。

　音楽取調掛 はわが 国最初 の 音楽教師養成機 関 とな っ た わけで ある。初代の 掛長 は伊 沢修二 で ，

伊 沢は東京師範学校 の 校長 も兼務する こ と とな っ た。

　 明治 14年 に 作成 され た 伝習生 の た め の カ リキュ ラム は 唱歌 唱歌教授法，和声学， ビ ア ノな ど

とな っ て い る 。 和声学な ど い ま ま で の 日本 の 音楽 になか っ た もの を理 解す る こ とは伝 習生 に と っ

て相 当努 力 を要 した の で は なか っ たか と察す る。 ピア ノは バ イエ ル 教則本 を使 い メ
ー

ソ ン か ら直

接 レ ッ ス ン を受けた とい うこ とで ある。メ ーソ ン は 20冊 の バ イ エ ル 教則本 をア メ リカ か ら持 っ て

きた 。 今 で もピア ノの 本 と い えば バ イエ ル とだれ で もが 知 っ て い る 。
バ イエ ル の ル

ー
ツ に もな っ

たわけ である。

　伊沢修二 の 帰国後の 大 きい 課題は 教材作 りで あ っ た 。伊沢 は   和 洋折衷 して新 しく教材 をっ く

る 。   音楽 を教 え る人物 を養成す る 。   諸学校 に所定 の 音楽 を実施する 。 と い う三 大計画 を提案

した。明治 13年 メーソ ン 来 日 と同時に そ の 仕事 に と りか か り，
三大計画に そ っ て 「小学唱歌集」

に 着手 した 。 「小学唱歌集」の 編集は
， 実 に 大事業 で あ っ た こ と は 察 しが つ く。

　 メ
ー

ソ ン が わが 国に 来て か ち ， わが 国の 俗楽や雅楽 を聞かせ た と こ ろ ， 不思議 な くら い ス コ ッ

トラ ン ドの 曲に似 て い る点が わか り，
ス コ ッ トラ ン ドの 曲をい くらか 採用 した 。 ス コ ッ トラ ン ド

やア イ ル ラン ドの 民謡は 5 音音階 （ペ ン タ トニ ッ ク）で で きて お り， それ まで 培 っ て きた 日本人

に は受 け入れ や すい もの で あ っ た 。
い ま で もス コ ッ トラ ン ド民謡 「蛍 の 光」や ア イル ラ ン ド民謡

「庭 の 千草」は愛唱 されて い る。授業で は 「唱歌掛図」を使 い
， 子 ど もた ちが集中で きるよ うな形

とした こ ともアメ リカ留学の 成果で あ っ た。

　 「小学唱歌 集1 は児童 1人 ひ と りが 手 に す る こ とが で き る よ うに配 慮 して 刊行 す る こ と に な っ

た
。 教科書を 1 人 ひ と り持つ こ との 意義は大き い 。唱歌集に 載せ る 曲は提出され た 詞 を何 回も改

作 し吟味して 決定 し，東京師範学校 附属小学校や東京女 子師範学校附属小学校 で実験 をして まと

め られ た もの で あ る。 1 曲に 費やす労力は計 り知 れ な い もの だ っ た に違 い なか っ た と思 われ る 。

　 「小 学唱 歌集」は 3 編刊行 さ れ た が
， 初編は 明治 14年刊行 さ れ た 。「小学唱 歌集」の 緒言 には

「凡ソ教育 ノ要 ハ 徳育知育體育 ノ 三 者 二 在 リ而 シ テ小學 二 在 リテハ 最 モ 宜 シ ク徳 性 ヲ 涵養 ス ル ヲ

以 テ今 夫 レ 音樂 ノ物 タ ル 性情二 本ツ キ 人心 ヲ正 シ
…
」

とな っ てお り， 徳性 の 涵 養に は音楽 が適 して い る と述べ て い る。

　 「小学唱歌 集　初編」 に は33曲が 載せ られ て い る。第
一

曲は 「か をれ」 で 作詞は 稲垣 千頴 で あ

る 。 次 に こ の 「か をれ」の 楽譜 を み る と （譜例 1）の よ うに な っ て い る。

（3 ）
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（譜例 1 ）

肇 巽 葺 一 堊 ヨ
カ　 　 　オ レ ニ 　　 　オ　　 　 　エ

m e
　 　　 　　　 　　 　 ソ　　 ノ 　　　 ウ　　 ノ　　　 サ 　　　ク　　　 ラ

　こ れ は 2 度の 音程 で で きて い て
，

リズ ム は 単純 で あ る 。第二 曲は 音程 が 3 度 ま で ひ ろ が っ て い

る 。

　次 に第十三 曲 ，
ル ソー作曲 ， 柴 田清熙

・稲垣 千頴作詞 の 「見 わたせ ば」は今 日歌われ て い る 「む

すん で ひ ら い て 」で あ る 。 （譜例 2） と （譜例 3 ）で 「見わ た せ ぱ 」 と 「む すん で ひ らい て 」の
一

部を比較 してみ れ ば ， 拍子 ， 調子は 違 うもの の メ ロ デ ィ が 同
一

で あ る こ とが わ か る 。

　　　　　 （譜例 2）

第
十

三
i t

セ

メ

タ

ヒ

ワ

ホ

ミ

サ

バ

ノ

ア 　 　 　オ

オ 　 　　リ

ギ

テ

ナ

シ

ヤ

ナ

liiii＝ iif i ：iifiiiiiii
“

ラ

ニ

ク

メ

ザ

ア

ナ

ル

ハ

フ

テ

ル

ゼ

ケ

マ

ニ

キ

メ

＝

ソ

（譜例 3）

｛

1

丿一1
曽

むすんで ひ らい て

A D　　 文 部省唱歌

む す 　 　一 ん で ひ　　　　ら い　　
一

　　て

，

D A D
獄

て を　　
一

うっ て む　　
一
　　す　　ん で

F 伽 6

．

F 規 9

こ の よ うに今 日歌われ て い る曲で ， メ ロ デ ィ
ー

が 同 じで も曲名が 違 うの は 多 く見 られ る。

　　　 （4 ）
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　 そ の 他今 日ま で 歌 われ て い る もの に 「蝶々 ／ス ペ イ ン 民謡」， 「うつ く し き／ス コ ッ トラ ン ド民

謡」，「蛍 （蛍 の光）／ス コ ッ トラ ン ド民謡」な どが あ る 。

　「小学唱歌集　初編」全曲 をみ る と，拍子は 2 ／4 ， 4／4 が ほ とん どを 占 め て い る が
， 「蝶 々 」

だ け は 4 ／8拍 子で で きて い るの が お もしろ い 。い つ か ら今 日に ような 2／4に な っ た の だ ろ うか 。

調子は ハ 長調が もっ とも多 く， ト長 調 ，
へ 長 調 ，

二 長調 の 曲 も見 られ る。旋律 は単旋律 で ある。

　「小学唱歌 集第 2 編」は 明治 16年 3 月に 刊行され ，13曲掲載 されて い る。 こ こ に載せ られて い る

曲で い ま も歌わ れ て い る もの をあげ る と ， 「鳥の 声 （さ よなら）／ドイツ 民謡 」， 「霞か雲 か／ドイツ

民謡」 など で あ る。「小学唱歌集 第 2編」全 曲をみ る と拍 子 は 4 ／4 が 多 い が ， 6 ／8 拍子や 2／2

拍子 の 曲が 見 られ る。調子は ハ 長調が 少 な く，
へ 長調 ， ト長調 ，

二 長調 ， イ長調 とな っ て い る。

旋律は単旋律で ある 。

　「小学唱歌集第 3 編」は明治 17年 3 月刊行 され ， 42曲掲 載 され て い る。「あふ げば 尊 し」「才女 （ア

ニ
ー m 一

リー）／ス コ ッ トラ ン ド民謡」「船子 （Row 　your　BQat ）」「小 舟 （モ
ー

ツ ァ ル ト作 曲 「魔

笛」パ パ ゲ
ー

ノの ア リア か ら〉「菊 （庭の 千草）／ア イル ラ ン ド民謡」 な どな じみ の 曲が み られ る 。

「小学唱歌集第 3 編」全曲 を見 る と ， 拍子 は 2／4 ， 4 ／4 ， 3 ／4， 6 ／8 。調子 は変ホ長 調 ， 変イ

長調 の 他 ， ホ短調 ，
二 短調，へ 短調， ト短調 などこ の 唱歌集に は新に短調が で で きて い る の が 特

徴 的で ある。旋律は単旋律の ほか ，
二 部合唱，三 部合唱，二部輪唱 ，

三 部輪 唱 ， 四分 輪唱 とハ
ー

モ ニ ーを学習す る よ うに もな っ て い る u

　「小学唱 歌集初 編 ， 第 2 編，第 3 編」に 目を通 して み たが ， は じめ て刊行 された教材 として は豊

富な内容 を含ん で い る と思 う。 こ れ ら の 歌詞 に つ い て は徳育 を モ ッ トー
とす るが ゆ え に 前述 した

よ うに 多 くの 検 討が さ れ た とい うこ とが 文献 に よ り伺 えた 。 こ の 唱歌集は外 国の 曲に 日本語 をつ

け た 曲が 多くあ り， それゆ え批判 もあ っ た よ うだ が ， 筆者は明 治初 期 に外 国の 曲が こ の ような形

で紹介 され た こ とは意義深 い と考 え る。

　また 「小学唱歌集」と平行 して 「幼稚 園唱歌集」 の 編纂 も行 われて い た 。こ の 唱歌集 の 緒言 を

み る と

　「一， 本編 ハ 児童 ノ始 メ テ幼稚 園 二 入 リ，他人 ト交遊 ス ル 事 ヲ 習 フ ニ 当 リテ ， 嬉遊唱和 ノ 際 ， 自

ラ幼徳 ヲ涵養 シ，幼智 ヲ開発 セ ン ガ為ニ
…
」

とな っ て い る 。 嬉戯唱和 とい う言葉 が ある が
， 伊沢修 二 は前述 した とお り愛知師範学校校長時代

に 唱歌 と嬉戯 を重要視 し， 実践 して い る 。 こ の こ とか ら幼児に は 唱歌だ けで な く嬉戯 をする こ と

に より，人 との 交わ りが よ くな る と考 え た の では な い だ ろ うか と考える。幼稚 園 を創設 した フ レ

ーベ ル も幼 児期 に遊戯 の 大切 さ を唱 えて い る。

　唱 歌 の と き楽器 の 伴奏が あ れば ， 子 ど もた ち の 心 を感動 させ る の で ， 筝 ， 胡 弓 ， あ る い は洋琴 ，

風琴 など を備 えた ほ うが よい とい うよ うな こ とも緒言 で 述 べ て い る。こ の 「幼稚園唱歌集」に は

「小 学唱歌集」よ り取 られ た もの もある 。第 1 曲 目は 「心 ハ 猛 ク」で あ る 。 その 歌詞は
“

コ コ m ハ

タ ケ ク， キハ ツ ヨ ク
”

とい う歌 い だ しに な っ て お り，はや くか ら精神 を強 調する よ うな面が伺 え

る。

　こ の 曲 「心 ハ 猛 ク」 を （譜例 4 ＞に て 紹介す る。

（5）
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（譜例 4）
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　伊 沢修二 は唱歌が 徳性の 涵養に役立 つ こ とを前述 の 「小学唱歌集」 の 緒言に あげて い るが ， そ

れ に つ い て実際 の 例 をあげ説明 して い る。「凡 ソ 愛ハ 徳育上缺 ク可 ラザ ル 所ナ リ。故 二 幼年 ヨ リ事

物 ヲ愛シ朋 友ヲ愛 ス ル ノ心情ヲ養 ハ ザ ル ベ カ ラズ。」とい う点 に お い て ，こ れ を養う歌 として 「霞

か雲か」 の例 を挙 げて い る 。 こ の よ うな形 を全部で 11項 目をあげ ， そ れ に合 う歌の 例 をあげて い

る。

　「小学唱歌集」は小学校 の 唱歌教材で あ っ たばか りで な く，
一

般家庭に まで 普及 した とい うこ と

で ある。

　学校 に 唱歌 の 授業を興 した伊 沢修二 の エ ネル ギー
は どれほ どで あ っ た だ ろ うか 。彼の 業績は 実

に偉大 で あ り， 今 日まで わが 国に音楽 の 授業科 目が ある の も伊沢修二 の 恩 恵に 浴す る もの で ある 。

3 ．明治期か ら大正 期 まで の 唱歌集

　「小学唱歌集」が 刊行 され て か ら， い ろ い ろな唱 歌集が刊 行 され続け た。どの 唱歌集 で ， ど の く

らい 前に何 とい う曲が 紹介 され た か を知 る こ とが で き る の は興 味深 い 。 こ こ に唱歌集の
…部 を紹

介す る。

　「尋常小学読本唱歌」， 「尋常小学唱 歌」，「新訂尋常小 学唱歌」は国定教科 書と して ， 後 の 教科書

へ つ なが っ て い くと考 えた の で ， 別に取 り扱 うこ と とした。

　  「幼稚園 唱歌集」こ れ は
一部 を前述 した 。明治 2e年 に刊行 され，官製の 音楽教科書で ある。

伊沢修 二 と メ ーソ

．
ン が 編集 して い る。特徴 は子 ど もが遊ん で い る時， 歌 っ て い た わ らべ 歌を と り

入れて い る。 伊沢 は子 ど もの 気持 ちや 心 を大変重要視 した と思 われ る。 （譜例 5）の 「数 えうた」

の 歌詞は 「
一

つ とや ， 人 々
− H も， 忘 るなよ， 忘 るなよ，は ぐくみ 　そだ て し，親の 恩，親の 恩 。 」

原 曲は近世 俗謡 とな っ て い て ， 子 ど もに とっ て 歌 い やす い が ， 歌詞は見て わか る よ うに
“

親 の 恩
”

とい うこ とば を繰 り返 し使 っ て い て修身的内容 とな っ て い る。
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わが 国の 唱歌教育に つ い て （山下 恭 子 ）

（譜例 5 ）

数 え う た
　 　 作詞 者未詳

原曲 近 世 俗 謡

lliiiiiiiiEiiiiliii

≒
　

一

　  「明治唱 歌」 明治21年 ， 大和 田建樹 と奥好義 共編 で 第 5 集 まで刊行 され た。作詞 は大和 田建

樹 で作 曲は未詳 （西洋曲） とな っ て い る の が 多 く， ほ とん ど外国曲に作詞 され て お り，作 曲は奥

好義 ， 上真行 ， 辻則承 の もの もある。最初 の 教科 書検定をパ ス した もの で あ る 。 こ の 中の 「故郷

の 空 」は今 も歌われ て い る曲の
一

つ で ある 。 リズ ム は 原曲 と多少変 え， 日本人に あ うよ うに な っ

て い る。

　  「中等唱歌集」明治 22年 ， 東京音楽学校編 として刊行 され た。全 18曲か ら な り， ビ シ ョ ッ プ

作曲 「埴 生 の 宿」作詞 は里見義で 原詩に ほ ぼ近 く作 られて い る と い うこ とであ る。

　  「小学唱歌」明 治25年 ， 伊沢修二 編 6巻 と して刊行 され た 。 こ れ は 前述 した 明治 14年に刊行

され た 「小学唱歌集」と言葉の 上では やや 区別が つ きに くい か もわか らな い が ， それ とは全 く別

の もの で ある 。 こ の と き伊沢修二 は民間人で あ り，こ れは 検定に パ ス した 教科書 であ る。伊 沢 は

わ らべ 歌をた くさん こ の 歌集に入 れ た 。
こ の こ とは伊沢が 常 に子 ど もの 心情 を大切 に 考えて い た

と い え る。伊 沢は こ の 歌集で作詞 も手が けて い る、こ の 中に は稲 垣 千頴 や 小 山作之助 の 名前 も見

る こ とが で き る 。 現 在の教科書に 載せ られ て い る 「うさ ぎ」 も見 られ る。 こ こ で は （譜例 6 ） と

してわ らべ 歌 の 「か り」を挙げ た い
。

　　　　　　　（譜例 6 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　か 　 り　 。詞 。 、 。 歌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 伊沢修二 　作曲

　 　 　 か り か り わ た れ

lliiiiiilli！iM iiiililiiiiiii
　 　 お お　　 き　な 　　か　　　り　は 　　 さ　　 き　　　　に

lliiiliiiliiiiiii
ちい 　 さ な 　か 　 り は

な　 　　 か　 　　 　 よ　　 　 く

あ 　 　 　 と　 　 　 　 に

わ 　　　た　　　　 れ
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　  「新編教 育唱歌集」明 治29年 ， 教育音楽講習会編 として刊行 された．検定 をうけ た民間の教

科書で 250曲 を載せ て い る 。 「港」や 「夏は 来ぬ 」は よく知 られた 曲で ある 。

　  「幼年 唱歌」初編 （上巻 ， 中巻 ， 下 巻）二 編 （上巻 ， 中巻 ， 下 巻）三 編 （上巻 ， 下巻）四編

（上巻 ， 下巻 ）か らな り， 明治 33年か ら明 治35年に か けて 刊行 され た 。編者は納所弁次郎 ・田村虎

蔵で文部省検定済で ある 。 教科適 用 と書 い て あ るの は ， 教科書で はな く教材集で は なか っ たか と

思 う。曲は 「金太郎」「桃 太郎j 「花咲爺」「舌 切雀」など御伽 噺 を題材に した もの が 多 く見 られ ，

子 ど もの 好み を重視 し，
凵語 で書か れ て い て

，
や さ し く歌え る よ うに な っ て い る 。作 曲は ほ とん

ど納所弁次郎や 田村虎蔵 の 名前が見 られ ， 作詞 は石 原和三郎や 田辺 友三 郎の 名前が み られ る 。 子

ども の 絵が 書かれ た表紙 も人気が あ っ た
一

つ と い われ て い る。今 の教科書に も載 っ て い るわらべ

うた 「ひ らい た ひ らい た 」も載せ られて い る。

　   「女学唱歌 亅明治 33年山田源
一

郎編で 第 1 集 ， 第 2集が刊行 され た 。 こ れ には大和 田建樹作

詞 ， メ ン デ ル ス ゾー
ン 作曲 「琴 の 音 （お おひ ば り）」が 載せ られ て い る。女学校用 の 唱歌教材集と

な っ て い た。

　   「重音唱 歌集」明治 33年，小 III作之助 編 で 第 1 集，第 2 集が 刊行 された 。 合唱 曲の ほ か輪唱

曲が 載せ られ て い る。ハ
ー

モ ニ
ーを学ぶ 為 の 重要な教 材集で は なか っ た か と思 う。

　  「中学 唱歌」明治34年 ， 東京音楽学校編 と して刊行 され た 。中学生 の 唱歌 32曲。 こ こ に は鳥

居忱作詞，滝廉太郎作 曲 「箱根八 里 」や 日本 の 名曲で あ る土 井晩翠作詞 ，滝廉太郎作 曲 「荒城の

月」な ど が 載せ られ て い る 。

　  「幼稚 園唱歌」明 治34年 ， 滝廉太郎編で幼 児向けの 唱歌集で全 20曲載せ られて い る。滝廉太

郎 自身の 曲 も17曲載せ られ て い る。代表 的な歌 は東 くめ作詞 ・滝 廉太 郎作曲 「お正 月」 で あ る。

また 唱歌集 で は始 め て 全 曲に 伴奏 を つ け た と い うこ と で ， 作曲家滝廉太郎の 実 力を見 る こ とが で

きた の では な い か と．考 える。

　  「少年 唱歌」明治 36年に 刊行 され た 。加藤義清作詞 ・フ ォ ス タ
ー

作 曲の 有名 な 「春風 （主人

は 冷た い 土 の 中に）」が 載せ られ て い る ． また桑田春風作詞 ・田村 虎蔵作 曲 「虫の 楽隊」 とい う曲

が あ るが ， そ の 2番 の 歌詞 は 「鈴 虫 ・松 虫 ・くつ わ虫や ， 蟋蟀 ・馬追 ・鐘 つ き虫の ，節の さまざ

ま ， 歌に 囃子 に 。ち ん ち ろ りん
，

ち ん ち ろ りん ，すい っ ち ょ，すい っ ち ょ，が し ゃ が し ゃ ，が し

ゃ が しゃ ， が し ゃ が し ゃ ， が しゃ が し ゃ 。 」とな っ てお り， 後で 述 べ る 「尋常小 学読本唱歌」にで

て くる 「虫の 声」の 歌詞に よ くに て い る の が お もしろ し  擬音が 子 ど もた ちに 新鮮味 を．与え， ど

んなに喜 んで歌 っ た の だ ろ うか と想像す る。

　   「中等教育唱歌 集」明治 40年 ， 山出源
一

郎編 として刊行 され た．33曲あ り， 曲は全部外国も

の で あ る。た とえば犬童球渓作詞 ・オ
ー ドウ ェ イ作曲 「旅愁」犬童球渓作 詞 ・

ヘ イ ス 作 曲 「故郷

の 廃家」小松玉巌作詞 ・ホ ラテ ィ ウ ス作 曲 「漂 流の 船 （樅の 木）」 など載せ られて い る 。

　   「大正 幼年 唱歌」大正 4年，小松耕輔，梁田貞，葛原滋共編 で刊行 され た 。 題 材は子 ど もに

人気が あ っ た と思われ る 「電車」 を載せ て い る。

　   「大正 少年唱歌」大正 7年，小松耕 輔，梁 田 貞，葛原滋共編 で ， こ れは小学校上 級用 として

刊行 された。葛原滋作詞 ・梁 田貞作曲の 「とん び」「羽 衣」な どの 曲が載せ られ て い る 。
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　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 わ が 国 の 唱 歌 教育 に つ い て （山下 恭 子）

　  厂セ ノオ楽譜」」S〈li［−1　2年 ご ろ，妹尾幸陽が 刊行。「眠 りの 精」「シ ュ
ーベ ル トの 子守歌」「ブ ラ

ー
ム ス の 子守歌」「浜辺 の 歌」な ど名曲が 載せ られ て い る。

　こ こ まで 大正 初期 まで に刊行 され た唱 歌集 をあげてみ た 。 そ の他昭和初期 まで には 多くの 唱歌

集は 刊行 され て い るが ， 枚挙 に い とまが な い 。

4 ． 「尋 常小 学読本 唱 歌」， 「尋常小 学唱歌」， 「新訂 尋常小 学 唱歌」

　前述 で は 様々 な唱歌集 を挙げた 。そ の 聞 「尋常小学読本唱 歌」，1尋常小学唱歌」は刊行 され て

い た の だ が ， 今 日の 音楽教科書 の 源 とな っ た もの は ， 「尋常小 学読本唱歌」，「尋常小学唱歌」， 「新

訂尋常小学 唱歌」 と い え るの で は な い か と思 い こ こ で取 り出す こ とに した 。
い ずれ も文部省が 国

定教科 書 と して刊行 した もの で あ る。

　「尋常小 学読本唱歌」は小学校 国語教 科書 で あ っ た 「尋常小学読本」の 中の 韻文に 作 曲された歌

を編集 した もの で ， 文部省編 と して 明 治43年 に 刊行 さ れ た。編 集委貝 と して上 真行 ， 小 山作之助，

島崎赤 太郎，楠美恩三 郎 ， 岡野 貞
一

， 南能衛 ら の 名前 を見る こ とが で きる。歌詞 は 読本の 中の も

の で あるか ら ， 作詞者は な く，外園曲が ない と い う特徴 が ある。

　文部省が 著作権 を有 し ， 文部省 唱歌 と呼 ばれ る ように な っ た。こ の 中に は 「春が 来た」， 「虫の

こ え」 「我 は海の 子」「富士 の 山」「夕や け こ や け 」「デ ン デ ン ム シ ム シ」 など なじみ 深 い 曲が あ る。

　俗 に ハ ナ ハ ト読本 とよばれ て い る 「尋常小学国語読本巻一
」の 中の 「デ ン デ ン ム シ ム シ 」の と

こ ろ をみ る と

デ ン デ ン ム シ ム シ 　カ タ ツ ム リ，ア タマ ガ ア ル カ ，
メ ガア ル カ ，

ツ ノ ダセ ， ヤ リダ セ ， ア タ マ ダ セ

とな っ て い る 。

　次に 「我は海 の 子」 の 唱歌 は ， 7番 まで あ り， 世界に誇れ る 口本 の 海軍が海洋国 日本 を守 る と

い う力強 い 内容で ある。 1 番か ら 3番 まで は今 の 教科 書に も載 っ て い る の で 6 番 と 7番 まで を紹

介する 。

6．浪に た だ よふ 氷 山も，来 らば来れ ， 恐れ んや。

　 海 ま き上 ぐるた つ まきも，起 らば起 れ ， ， 驚か じ。

7． い で，大船 を乗出 して，我は拾 はん ，海 の 富。

　 い で ，軍艦 に 乗組 み て
， 我は護 らん ， 海 の 国。

　こ の 「尋常小学読本唱歌」には 自然や 動物 を題材に した もの の 他 ， 「出征兵士 を送 る」な ど 軍 国

主義的な もの や修 身的な もの を題材 し た もの もある 。

　続 い て文 部省は 各学年配当の 唱歌集編集 に着手 し， 「尋常小学唱歌」を明 治44年か ら大正 3年 に

　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　（9 ）
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か けて 刊行 した 。第六 学年 の教科 書が刊行 され た の が大正 3年 で ある。こ の 国定教科書は 国家の

立場 で 作詞 ・作 曲ともそ の 道の 最高権威 者を選ん だ 。作詞委員は 芳賀矢
一

，
上 田 万 年，尾上 八郎 ，

高野辰之 ， 武島又次郎 （羽衣）， 八波則吉，佐 々 木信綱 ， 吉丸
一

昌，

　作 曲委 員は 湯原元
…
，上 真行 ， 小 山作之助 ， 島崎赤 太郎 ， 楠美恩三 郎 ， 岡野貞

一
， 南能衛，田

村虎蔵 で あ っ た 。
こ れ らの 委員 の 中に は 「尋常小学読本 唱歌」の 編集に 関わ っ た 人物も数人見 る

こ とが で きる。歌が 作 られ る場合，作詞が 先 か 作曲が 先か と い う問題が あ るが ， こ の 唱歌は作詞

の 後 で作曲さ れ
，

の び の び と した 曲が で きた と評価 され た。「尋常小学唱歌」第一学年用 の 緒言 で

は

一
， 本書 ハ 本省 内二 設置セ ル 小學校唱歌教科書編纂委員 ヲ シテ編纂 セ シ メ タル モ ノナ リ。

二 ， 本書 ノ歌詞 中， 尋常小 學読本所蔵 以外 ノモ ノニ 就 キテ ハ
， 修身 ・国語 ・歴 史 ・地理 ・理科 ・

　　実業等諸種 ノ 方面 二 渉 リテ適 当ナ ル 題材 ヲ求 メ文體用語等 ハ 成 ル ベ ク讀本 ト歩 調 ヲ
ー

ニ セ

　　 ン コ トヲ期 セ リ。

三，本書 ノ曲譜 ハ 排列上其 ノ程 度 二 就 キテ 多少 難易 ノ順 ヲ追ワ ザ ル モ ノナ キニ ア ラズ 。

　　是組 ノ 歌詞 二 性質上 巳 ム ヲ得ザ ル ニ 出デ タル ナ リ。

　明 治四十 四年 二 月　　　　　 文部省

と な っ て お り， 著作権 も文 部省 と して
，

か な り力 を入れた と思 われ る。各学年20曲，た だ し第五

学年 は 21曲 ， 第六学年は 19曲 とな っ て い る 。 第 1 学年の 第 1 曲は 「日の 丸の 旗」で ある。こ れは

小学 1年か ら，忠 君愛 国の 国家意識 を持 たせ るため で あ っ た の だ ろうか 。第 20曲 「菊の 花」の 1

番 の 歌詞 は 「見事に咲 い た
，

垣 根 の 小菊 ，

一
つ 取 りた い ，黄色 な花 を，兵 隊遊 び の 　勲章に 」 ま

さに 国家主義，軍国主義が 感 じられ る歌詞 で ある e 「桃太郎」「花咲爺」 な ど童話 を題 材 に した も

の も見 られ る が ，こ れ らの 曲はすで に 「幼年唱歌」の 中で見 られ ， お そら くそ の 中か ら取 られた

もの で は な い か と考 え る。 また 「青葉」「雲」「雪」「朧月夜」な ど季節 を題材 に した 曲 もみ られ

る。こ うい う曲 を載せ た とい うこ とは，児童 に 心 情の 面 もあ る程 度考慮 した の では なか と思われ

る。こ の 国定教科書は 明 治44年か ら昭和 6年 まで お よそ20年 間 と い う長 い 期 間使 用 された e

　次 に昭和 7年に 「新訂 尋常小学唱歌」が刊行 され た 。編集責任者は信時潔 ， 片 山頴太郎 ちで ，

作詞 で は井上赳 ， 作曲で は信 時潔 の もの が 多く見 られ る。「尋常小学 唱歌」 の 緒言 を前述 した の

で ， 「新訂尋常小学唱歌」の 緒 言も紹介する 。

一
，　 本書ハ 音樂教育 ノ進歩 ト時代 ノ要求 トニ 鑑 ミ，從來本 省著作二 係 ル 「尋常小 學唱歌」二 改

　　訂 ヲ加 ヘ タル モ ノ ナ リ 。

二 ，本書ハ 毎巻二 十七章 トシ ， 取扱者 二 選擇 ノ 餘地 ヲ 與 ヘ タ リ。

三
， 本書ノ歌詞 ハ

， 舊歌詞 中ノ適切 ナ ル モ ノ，新作 二 係ル モ ノ，及 ビ尋常小 學國語讀本 ・尋常

　　小學讀本 中ノ韻文 ノ
ー

部 ヨ リ成ル 。

四，本書ノ歌詞 ハ 努メ テ材料 ヲ 各方面 二 採 リ， 文體 ・用語等 ハ 成ル ベ ク讀本 ト歩調 ヲ
ー

ニ セ ン

（10）
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　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 わが 国の 唱 歌教育 に つ い て （山
．
ド恭子）

　　 コ トヲ期セ リ。

五 ，本書 ノ教材排列 ハ 強 ヒ テ程度 ノ 難易 ノ ミニ ヨ ラズ
，

一面季節 ニ ツキテ考慮 セ リ。

六 ， 本書ハ 取 扱者便宜 ノタ メ ， 唱歌曲ノ ミノ樂譜 ヲ掲 ゲ タ ル モ ノ ト，伴奏 附 ノ樂譜 ヲ掲ゲ タル

　　モ ノ ト，
二 種 類 ヲ作製セ リ。 教授 二 際シ テ ハ 其ノ何 レ ヲ採用 ス ル モ 可ナ リ。

　昭和 七年三 月　　　　　　 　文部省

　 こ の 「新訂尋常小学唱歌」は 「尋常小 学唱 歌」の 2D曲か ら数 曲削除 し， 新 に 曲を加 えて 各学年

27曲 へ と曲数が 増えた。児童の 身近な生活 を取 り入れた教材 が 増加 して い るが ， 学年が 進む に っ

れて 児童 の 生活に あ っ た もの が減 少 し ， 徳育 内容や 国家的 な曲は 温 存 され た 。 「新訂尋常小学唱 歌」

の 第 1学年 の 第一曲はや は り 「日 の 丸の 旗」を載せ て い る e 「一番星 み つ け た」は 児童の 心情 を組

み 入 れ た 曲の ひ とつ で あ ろ う。新訂版 で 「牧場 の 朝」は評判が よか っ た 曲で あ っ た と い うこ と で

あ る。

　「新訂尋常小学唱歌」の 曲は全曲単旋律で あるが ， 第 6学年の 「ス キ
ー

の 歌」は最後の 3小節が

2 部合 唱 の 形 をと っ て い る。 また，外国語は 使用 しない こ と となっ て い た ようだ が ，
こ の 曲だ け

は
“

ス タ
ー

ド や
“
ス トッ グ とい うこ とばが使 われて い る 。 こ の 教科書 は緒言か ら もわか る と

お り， 歌 唱曲の み の 楽譜 と伴奏付 の 楽譜 を作成 し ， どち らを採用 して も よ い こ と とな っ て い た。

筆者は 歌唱 曲の み の 楽譜 しか 手元 に な く， 伴奏付 の楽 譜が どの よ うに な っ て い るか 興味が ある と

こ ろ で あ る 。

　学年が 進む に つ れ徳育的 ， 国家的な内容 の 曲が温存され て い る点 を述 べ た が ， そ の 中の
一

部 を

歌詞 と （譜例 7 ）お よび （譜例 8 ）に よ っ て 紹介す る。

第 5 学年 「水 師營 の 會見」の 九番 の 歌詞 。

　九，『さ らば』 と，握手ね ん ご ろに ， 分 か れ て行 くや右左。砲 音絶 え し砲臺 に

　　　ひ らめ き立 て り，
日 の 御旗。

第 6 学年 「我等の 村」 の 四番 の 歌詞。

　四，こ こ ぞ我等の 生 まれ し處。こ こ ぞ我等の 育ち し處。や が て我等の 力に よ りて ，

　　　國 の ほ まれ となす べ き處。

　「新訂尋常小 学唱歌」 の 復刻版 を手にする こ とが で きた の で ， 各学年 の 曲に つ い て 調子，拍子，

音域に つ い て 調 べ て み た 。それは ［表 1 ］の とお りである。

（1工）
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（譜例 7 ）
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［表 1］「新訂尋常小 学唱歌」

第 2 学年 曲数 割合 （％）

調　　子 へ 長調 13 48

ト長調 6 22

二 長調 6 22

ハ 長調 2 7

拍 　　 子 2／4 14 52

4／4 12 44

第 1学年 曲数 割合 （％）

調　　子 二 長調 1ユ． 41

へ 長調 10 37

ト長調 5 19

陰音階 1 4

拍　　子 2／4 21 78

4 ／4 6 22

（12）
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音　 　域
二〜∵一 一 12 44
，　　　　　　■　響

へ 〜二 10 37
●　　　　　　　，
ト〜二 3 11

●　　　　　　　o
ニ
ー

口 1 4
9　　　　　　　　・
ロ ー口 1 4

第 3学年 曲数 割合（％）

調　　子 卜長調 10 37

へ 長調 6 22

二 長調 6 22

ハ 長調 3 ll

イ長 調 1 4

陰音階 ユ 4

拍 　 　 子 4 ／4 14 52

2 ／4 9 33

3 ／4 2 7

4／8 1 4

2 ／2 1 4

音　　域
二〜じ一 一 13 48
●　　　　　　o　●

ノ 丶 〜二 6 22
9　　　　　　■　●

ハ 〜ホ 3 11
●　　　　　　●　●

二 〜ホ 2 7
，　　　　　　■　●
ト〜

ホ 1 4
．　　　　　　　．　・
ホ 〜ホ 1 4
　　o　o
ロ 〜ホ 1 4

第 5学年 曲数 割合 （％）

調　　子 へ 長調 6 22

ト長調 6 22

二 長 調 4 15

ハ 長調 3 11

イ長調 2 7

ホ 長調 1 4

変 ロ 長調 1 4

（13）

わ が 国の 唱 歌教育に つ い て （山下 恭 予 ）

4／8 1 4

音　　域

●　　　　　　■　■
ノ 丶 一二 10 37

二 ＿∵一 一 9 33
．　　　　　　●　●

へ
〜

二 5 19
o　　　　　　●　●
トー

二 3 11

第 4学年 曲数 割合（％）

調　　子 ト長調 9 33

へ 長調 7 26

ハ 長調 5 19

二 長調 4 15

変 ロ 長調 1 4

ホ 短調 1 4

拍　　子 2／4 13 48

4 ／4 ll 41

4／8 2 7

6 ／8 1 4

音　 　域

，　　　　　　　9　，
二 〜ホ 9 33

二〜∵一 冖 8 30
・　　　　　　　■　●

ノ 丶 〜二 7 26
・　　　　　　　■　リ

ノ 丶 〜ノ 丶 2 7
，　　　　　　　．　o

ハ 〜ホ 1 4

第 6 学年 曲数 割合 （％）

調　　子 ト長調 7 26

変 ホ 長調 6 22

ハ 長調 4 15

二 長調 3 11

イ長調 2 7

へ 長 調 2 7

変 ロ 長調 2 7
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ホ 短調 2 7

ト短調 1 4

ハ 短調 1 4

拍 　 　 子 4 ／4 19 70

2／4 5 19

3／4 2 7

6／8 1 4

音　 　域

●　　　　　　o　o
二
〜ホ 9 33

■　　　　　　o　●
ハ

〜ホ 6 22
■　　　　　　，　o

ノ 丶〜二 6 22
　 0　9
ロ
〜ホ 4 15

二 〜∵一 冖 2 7

ホ 短調 1 4

拍　　子 4 ／4 12 44

3 ／4 9 33

6／8 3 11

2／4 2 7

2 ／2 1 4

音　　域

曹　　　　　　曹　●
二 〜ホ 6 22

　　　 ■　曾
変 ロ 〜変ホ 6 22

二〜ビー 一 5 19
曾　　　　　　曾　o

ハ 〜ホ 4 15

o　　　　　　●　，
ノ 丶 一二 4 15

　 9　　　　　　　　　　■　o
変ホ 〜変ホ 1 4
　　　 聊
変 ロ 〜変 ロ 1 4

　次 に こ の 表で は見えて こ ない 部分に つ い て述べ る 。 小節数 に関して は 16小節で で きて い る もの

が圧 倒 的 に 多 く， 「出征兵士 」は 32小 節 と い う多い 小節で で きて い る。曲の 出だ しの リズ ム は 」♪

Jj や ♪h♪♪の ような付点 の リズ ム で始 まる もの が 多 く， 概 して 単純 な リズ ム 構成 に な っ て い

る曲が 多い 。ア ウ フ タ ク トの 曲は第 4 学年以上に 見 られ，強弱記号や 曲想記号は 第 5学年以上に

み られ ， 高学年で は より豊か な音楽表 現 を 目指 した の で は ない か と察 する。速度記号 は全曲つ け

られ て い る 。

5 ．教授 法 に つ い て

　教育に 関 しては教材が どの ような もの で あっ た か と い うこ ととあわせ て ， 教授法は ど うで あ っ

たか と い うこ とを知 る こ と は 重 要 な こ と で あ る 。 伊沢修二 はア メ リカ留学前の 愛知 師範学校長時

代 すで に 「教授真法」 を出し，そ の なか で ， 教授法の 第
一

原則は基本 とな る こ とか らは じめ るこ

となど を述 べ
，

ペ ス タ V ッ チや フ レ
ーベ ル の実物教 授の 方法 論 を高 く評価 して い た とい う。帰 国

した伊沢修 二 と メーソ ン は唱歌教授法の 研究 も進め て ， わが 国の 唱歌教授の 基礎 をつ くっ た 。

　音楽取調掛 は 明 治 16年 9 月に 音楽伝 習 上 の 必要 な書 として 「音楽指南」 を出 して い る 。 こ れ は

教授法 に つ い て の 書で あ る 。
こ れ は メーソ ン 著 「National　Music　Teacherj を内田弥

一
が 訳 した

もの で あ る。こ こ には学習事項 とその 内容 が示 され て い て ， 今 日で い う学習指導要領み た い なも

の で な か っ た か と思 う。 こ れ に は 唱歌 凵 授 の 目的 ， 唱歌 冂 授 の 方法，楽典的事項な どが 盛 られ て

い る 。 唱歌 を口授 で教育する ときは ， お うむ返 し的 に歌 わせ る 。 教 師は真 の 音楽 的表 現 を し ， 模

範的 な演奏 を子 ど もに きか せ る こ と の 大切 さを述 べ て い る。
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　 そして聴 くこ との 大切 さ ，
つ ま り耳 の 訓 練 をし ， 楽譜 を見て歌 う力 をつ け る こ とも述べ て い る。

　音楽教育は徳育，健康の 面か らの 必 要性 を伊沢修二 は述 べ たが ， こ れ を見 る と美的情操 を伸 ば

す点が 伺 えるよ うで ある。また教科細 目を見 る と数字譜練習で 長音 （二 分 音符）， 短音（四分 音符）

の 区別 を した り， 拍子や 記譜法 ， 移調な ど楽譜上の約 束事を重要視 して い る 。 教 師が 音楽的表現

をす る こ とが述べ られ て い る点は，子 どもに 美 を感得 させ る伊沢 の 願 い で は なか っ た だ ろ うか 。

　教師が 範唱 して ， 子 ど もが模 唱す るス タイル は今 日 で も行 われ て い るが ， こ れ は有効な教授法

で あ る。曲の 趣 を即座 に 子 ど もが つ か み ， 歌 え るよ うに な るか ら で ある。こ の 教授法 はず っ と貫

か れて い る。

　っ ぎに 「尋常小 学唱歌」が 出され た 明治必年か ら昭和 6 年 まで の 教授法は ど うで あ っ た ろ うか 。

こ の 時代大 きな出来事 は大正 デ モ ク ラシ
ー

で ある。唱 歌教育か ら音楽教育 へ の 模索が 始 ま っ た 時

で 新 しい 教育内容が 試 み られ た 。青柳善吾 は 「音楽教育の 目的は美育で ， 新 しい 音楽教育 は美の

啓培 と創造 とに よ っ て行われ るべ き」 とい う見解 を述べ て い る 。 童心 を念頭 にお い て 授業 を考 え，

設計すべ きで ある とい う論が 多 く出て きた。従来 の 徳育 か ら美育へ とい う傾向が見 え始め た の で

は な い か と考 える。

　山本壽 （広島大学 附属小教諭兼訓 導）は 「尋常小学唱歌」が どれ くらい 歌われ て い たか を広 島

大学附属小学校 内の 学校教育研 究会 の 月刊誌 「学校教育第235号」の 中で ，低学年 の 唱歌教授 に関

して視察 した こ とを述べ て い る。その 一部 を引用す る。

　『尋常小学校 1年 「牛若丸」 の 新教材』

　児童　先生 の マ ーチに 足をそろ えて教 室に入 る。先生 の マ ー
チが終 る と歩調 を止 み オ ル ガ ン の

合 図で
一斉 に正 面 へ 向き をか え ， 先生 に敬 礼 し て

一
同座 席に つ く。

1．児童着席　先生 「口 の 丸の 旗」を ひ きは じめ た
。 児童うた う。

2．先生 「兵隊」 をひ く。 子 どもうた う。

3 ．予備 練習　発声

4 ．主眼点 「牛若丸」の 新教授に移 る。師 「今 日は牛若丸の お 唱歌 を教えて あげまし ょ う。 まだ

　　少 し早 い （読本で まだ習わ な い とい う意）の で すけ ど， 運動会 で こ の 遊戯 を致 しますの で ，

　　それ で今 日 は こ れ をお習 い 致 します 。 で は先生 が ウ タを書 きますか ら， 静か に読ん で ご らん

　　 なさ い 。」

5．歌 詞 提示 　　（詳細に つ い て は略）

6 ．斉読　　　　（詳細に つ い て は略）

7 ．先生の 範奏 （オ ル ガ ン ） そ の 後 うた を く りか え し練 習

8 ．歌詞 の 説明 ， 師 「京の 五條 の橋 の 上 とは，京都 の 五 條橋 の こ と。（こ こ で先生が絵掛図 を示 し

　　た 。 こ ど もらが 一
斉に こ れ を注視 した 。 今 まで ざわめ い て い た教 室が お の ずか ら水 を打 っ た

　　如 く静粛 に なっ た こ とを見 先生 は説明 をつ づ け た e

　　師 「こ れ は誰 ？」　児 「弁慶」

　　師 「こ れ は誰 ？」　 児 「牛 若丸」 （あ との 問答省略）
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こ の 後 男児だ け ， 女児だけ の 斉唱 ， 全体で斉唱。

とい うように 授業 が 展開 され て い る 。

　こ の 授業 で は最初 ， 既習曲 と思わ れる曲 の 復習 をす る こ とに よ り動機付け をして い る．「日 の 丸

の 旗」 と 「兵隊」の 曲は 国家意識を持 たせ る ため に， い つ も歌わせ て い たか もわか らな い
。 こ れ

は筆者の 単なる憶 測で ある 。
こ の 既 習曲を歌 う方法は今 冂 で もよ くと られ て い る 。 しか し視察 し

た 山本 壽は 「日の 丸の 旗」 と 「兵隊」は 「牛 若丸」 との 関係が な い の で ， 動機付けに な っ て い な

い と述 べ て い る。筆者が 面 白い と思 っ た の は
， 先生 が 弾 くマ

ー
チ に あわせ て 教室 に 入 る こ と。教

室を移動 して 別 の 教室 で 授業が行 わ れ て い た の だ ろ うか 。 音楽の 授業の 時は常に マ
ー

チに あわせ

て歩調 を整 え る こ とを して い た の だ ろ うか 。マ ーチに あわせ て 歩調 を整 える こ とは拍感 を養 う上

で 有益 だ っ た に ち が い な か っ た と考 える 。 ま た教 師 の 発 問は 「〜して ご らん な さ い 。」で あ り， こ

ど もは常 に受 身的 で あ る 。

　 明治期 か らヘ ル バ ル トの 5段教授法が 流行 して い た が ，唱歌 で は 3 段教 授法が 行 われて い た。

つ ま り

　  予備 発声，音階，音程 な どの 練習

　  示 範 唱歌 を範唱指導

　  　練習　 口授法 で模 唱 させ ，全体あ るい は グル ープ で 練 習

とい うス タイ ル で，大正 中期 ご ろ まで こ の 方法 が行 き渡 り， 児童の 音楽 の 水 準が進 歩 した とい わ

れた 。 先の 山本壽が 視察し た 授業をみ て もこ の 3 段 階教授法に よ っ て い る と み なすこ と が で き る。

　昭和 7年 か ら昭和 16年国民学校令が 発布 され る まで の 「新訂尋常小学唱歌」の 時代は ど うだ っ

た か 。昭和 6年 に満州事 変 ， 昭和 7年満州国建 国， 昭和 8年 国際連盟 脱 退 ， 昭 和 11年 2 ・　26事件 ，

昭和 12年 日華事変， 昭和 14年大二 次 世 界大戦開始 と め ま ぐる し い 変化 の 時で ある v 教育は 戦争 へ

む けて の 歩み を増幅させ て い っ た 。

　音楽の 面で は 昭和 8 年に 音楽週 間が は じめ られ ， 昭和 12年に は音楽報告週間 ， 児童唱歌 コ ン ク

ー
ル ， 五 万人 の 大合 唱 な どが催 され て い る。 しか しこ れ らは非常時にむ けて の 精神 的な団結の た

め だ っ た とい う。教授法 と して新 しい もの が 出て きた か ど うか また当時の 授業事例 の 資料 をさが

す こ と が で きなか っ た v しか し唱歌教育か ら音楽教育へ の 志向が 進んだ 時期 で ある。鑑 賞指導，

創作指導 ， 器楽指導， 音感教 育など実践的な研 究が行われ た。

　昭利16年国民学校令が 施行 され て か らは 「唱 歌」は 「芸能科音楽」へ と改め られ る こ ととな っ

た 。

6。 ま　 と　 め

　音楽教育の 創設期 か ら昭和初期 まで ， 述べ て きたが ， 国歌権威 に対 して ， 民衆
一

人ひ とりの 自

覚 と権利が 主張 さ れ た 大正 デ モ ク ラ シ
ー

と童謡 運動は 見逃 す こ と が で きな い もの で あ る 。 しか し

詳細に つ い て は こ こ で は ふ れ な い
。
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　唱歌教育は昭和初期まで明治 時代の 生 き方 を踏 襲し て きて ， 「新訂尋常小学唱歌」の 時代 で もさ

ほ どか わ らなか っ た とい える。大正 14年 ラジ オ放送が開始 され ， 昭和初期に は 国民生活 にお い て，

洋楽が ラジオ と レ コ
ー

ドよ っ て ，著 し く普及 し た 。ま た 享楽 的な流行歌が レ コ ー
ド企 業の 競争 と

ともに ， 全国的に広ま っ た。しか し 日華事変後抑圧 され ， か わ りに 平易 な国民歌が 普及 した 。 ま

た吹奏楽や合 唱 の 実践 も行 われて い た。

　子 どもた ちは学校 以外 で は ， 音楽 をラジ オや レ コ ー ドで楽 しん で い た ようで ある。学校 で学ぶ

「尋常小学唱歌」や 「新訂 尋常小 学唱歌 」は 子 ど もた ちに ど う感 じられ て い た の だ ろ うか 。楽 しい

教科 として とらえ られ て い た の だ ろ うか 。当時子 ど もだ っ た 人 が
， 学校 で 習 っ た唱歌 を ど の く ら

い 覚え て い て ， それ を歌 えるだ ろ うか 。 また 実際 ど うい う教授法 で あ っ た か 。

　筆者は こ の 件に 関 して ， 聞 き取 り調査 をす る機会 を持 つ こ とが で きた 。 それ は次の とお りで あ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　 ［聞き取 り調査 に つ い て ］

1 ．調査 日 ：平成 17年 9 月23 目

2 ．イ ン タ ビ ュ
ーイー ：大正 11年生

，
82歳 ， 女性

3．方法 ：「新訂尋常小学唱歌」を 1年か ら 6年 まで の 曲を
一

曲ずつ 筆者が 歌 っ て ，覚 えて い るか

　　ど うか を尋ねた 。知 っ て い る時は
一緒 に歌 っ て もらっ た 。 ま た教授法や 習 っ て い た と き歌詞

　　 の 内容 な どに つ い て も尋ねた 。

　　　結果 は ［表 2］の とお りで あ る 。 各学年 27曲で ，数字 は 曲数 を表す。

　　［表 2］

覚 え て い る。 うっ す ら覚え て い る。 覚 えて い な い ・知 らな い 。

1 年 16／27 6／27 5 ／27

2 年 14／ 27 3／27 10／27

3 年 15／27 4／27 8 ／27

4 年 8／27 7／27 12／27

5年 13／27 3／27 11／27

6年 14／27 0／27 13／27

　こ の デ
ー

タか ら全 曲 （162曲）を通 して ，よ く覚 えて い る曲ある い は うっ す らお ぼ え て い る曲の

合計 の 割合 は 63％で あ っ た。知 らな い 曲， 覚 えて い な い 曲は 授業 で 習わ なか っ た 可能性 も考 え ら

れ る。

　イ ン タ ビ ュ
ー

イーが 特に 印象深 く残 っ て い る曲をあげて もらっ た。は じめ に 1年 の 時習 っ た「兵
’

隊 さん」で ，
こ れ は もの す ご く流行 した そ うで あ る 。

　その 歌は （譜例 9）の ように な っ て い る。

「鐡砲か つ い だ 　兵 隊 さん ， 足並 み そ ろへ て　歩 い て る 。 と っ と こ とっ と こ　歩 い て る．

兵隊さ ん は　 きれ い だ な。兵隊さん は　大 すきだ。」
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（譜例 9）

　　J． ． iee
兵 隊　さ　ん

： ；；翼
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の つ 起
一 へい ナ乙い 　 さん
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　 　 　 　 　 　 　 　 へ い 　　 泥 い 　　 さん 　　 は 　　 　 　い 　 さ　 ま　 　し　 　 い

　次 に 1年 「電車 ご っ こ 」。こ れ は遊 び の 中で よ く歌 っ て い たそ うで あ る 。 縄 を輪に して そ の 中に

人が 入 っ て ご っ こ あそび をす る 。 こ うい う遊び は今 で もみ られ るが ， 電車に する素材 は もち ろん

違 う。次 に「一番星み つ けた」。こ の 歌 もよ く歌 っ て い た。空 を見上げて うた っ て い た 。お そら く

夕方見える金星 を見て 歌 っ て い た の だ ろ うと察 する。

　次に 6年 の 「四季の 雨」。 こ れ は遊戯 をして い た そ うで ， そ の 遊戯 をして くれ た 。 こ の 曲は （譜

例 10）に あげる。

　　　　　 （譜例 10）

　　　　　　　　　　　　　　　　 四　季 　の 　雨
　　　　　　　L69
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　歴 史の教科書に載 っ て い る よ うな歌 は しっ か り覚えて い る とい うこ とを聞 くこ とが で きた。音

楽 と他 の 教科 を関連 させ る こ とは ，「尋常小学唱歌」か らなされて い た 学習法で あ っ た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わが 国の 唱歌教育に つ い て 仙 下恭子〉

　次に歌詞 の こ とに つ い て尋ね た 。 歌詞 の こ とな ど何が なん だ か わか らずに歌 っ て い た 。 先生 は

歌詞 の 説明な どして なか っ た。しか し歴 史で習 っ た もの や 国語で 習 っ た もの は，意味が わか っ て

歌 っ て い た 。 とい うこ とで あ っ た。難解 な歌詞が ある の は確 か で ある。

　 こ の こ とか ら当時 の 子 ど もに と っ て は ， こ とばの 意味 よりもメ ロ デ ィ や リ ズ ム の 面 をよ く感 じ

取 っ て い た の で は な い か と思 う。徳性 の 涵養 を 目的 と した音楽教 育は，歌詞 が もつ 意味 と い うも

の が 重要 と思 うが ， 歴 史や 国語 で 習 っ た 以外の 修身的な もの 忠君愛国的 なもの は，歌詞の 説明が

な い か ぎ り ， 小学生が理 解す る に はや は り無理で あ っ た ろ うと考 える。

　教授法 に 関 して は，ア
ー

ア
ー

ア
ー

に よ る発 声練習。それ か ら歌 をうた う。 こ れは 冂 授法だ っ た

よ うで ある。先生が 1 フ レ ー ズ弾 きな が ら歌 い そ れ をみ ん な が 模唱する と い う形だ っ た そ うで あ

る。明治か らず っ と こ の 3段 教授法 は続 い て い た こ とが わか る。

　評価 に 関 して尋 ねて み た 。試験 に関 して は 5 〜 6人 ずっ 前に で て うた う形 だ っ た 。先生 は どう

や っ て個 々 の 歌 を聞 い て い た の だ ろ うか ？ と い う話 であ っ た。

　女学校 で は音楽専門の 先生が い て，発声 と コ
ー

ル ユ
ー

ブ ン ゲ ン ，唱歌 を習 っ て い た。 コ
ー

ル ユ

ーブ ン ゲ ン は 厳 し く教 えられ ， 専 門的で あ っ た。試験 は 1 人 ずつ 歌わ された 。

　小学校 5年 6年 の 時，合唱部が 作 られて 20人 くらい 部員が い た。合唱 部で は 「もみ じ」や 「ふ

る さ と」な どを練習 して ， 女学校 で催 され た ス テージ で 発表 をした。唱歌 の 時間は とて も楽し く，

他 の 友だ ち も楽 しん で い た 。こ の 聞き取 りで ， 各曲を歌 っ て い くうちに ，こ れ らの 唱歌は どれ で

も似た よ うな曲で あ り， 変化 が ない ね と い うイ ン タ ビ ュ
ー

イ
ー

の 感 じで あ っ た 。 こ の こ とは 「尋

常小学唱歌」や 「新訂尋常小 学唱歌」の 旋律や リズ ム が 単純 で あ る とい える。また反対に今 日の

世 の 中に 存在 して い る 音楽が 複雑で 刺激 的な もの が い か に 多い か と い うこ と もで き る。

　以上 の よ うな イ ン タ ビ ュ
ーで あ っ た が ，た っ た一

人 に しか イ ン タビ ュ
ー

して い な い の で ，デー

タと しては 信頼 で きる もの で は な い 。 しか しあ る 程 度 当時 の こ と が わ か っ た の で は な い か と思 う。

昭和 16年国民学校令が 出され てか ら ， それ ま で 「唱歌」 と い っ て い た もの が 「芸能科 音楽」 とい

う呼び方に か わ D，教育 内容 もか わ っ て い く。世 の 中が ます ます戦争へ と い う気運が増 して い く

の で ある。

　教育の 近代化 にむ けて ， 明治期か ら欧米諸国に追 い つ こ うと必死 で 取 り組ん で きた姿が 見え ，

音楽教育の 目的は時代 に よ り変化 した が
， 今 日 の 音楽教育へ と導かれ た感が する。
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